
再評価結果（平成３０年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：村山 一弥

事業名 地域高規格道路 上信自動車道 事業 事業
じようしん じ どうしやどう

一般国道３５３号 祖母島～箱島バイパス 区分 一般国道 主体 群馬県
う ば しま はこしま

起終点 自：群馬県渋川市祖母島 延長
しぶかわ し う ば しま

至：群馬県吾妻郡東吾妻町箱島 ４．０km
あ がつまぐんひがし あ がつままちはこしま

事業概要 上 信自動車道は、群馬県の沼田・渋川地域集積圏と長野県の上田地域集積圏との連携を強
じようしん じ どうしやどう ぬ ま た う え だ

化するとともに、広域交流を促進する延長約８０kmの地域高規格道路である。

一般国道３５３号祖母島箱島バイパスは、上信自動車道の一部を構成する延長４．０ｋｍの２車線道路
う ば し ま はこしま

である。

Ｈ１９年度事業化 都市計画決定なし Ｈ２２年度用地着手 Ｈ２３年度工事着手

全体事業費 １１１億円 事業進捗率 ６５％ 供用済延長 ０km

計画交通量 １１，９００～１２，７００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体)１．５ ３４/１１９億円 １７７/１７７億円 平成２９年

事 業 費：30/115億円 走行時間短縮便益：171/171億円

(残事業) ５．３ 維持管理費：3.9/3.9億円 走行経費減少便益：6.1/6.1億円

交通事故減少便益：0.11/0.11億円

感度分析の結果

(事業全体) 交通量 ：B/C=1.3～1.6（交通量 ±10%）（残事業）交通量 ：B/C=4.7～5.8（交通量 ±10%）

事業費 ：B/C=1.4～1.7（事業費 ±10%） 事業費 ：B/C=4.8～5.8（事業費 ±10%）

事業期間：B/C=1.3～1.6（事業期間±20%） 事業期間：B/C=5.3～5.3（事業期間±20%）

事業の効果等

・地域高規格道路「上信自動車道」の一部であり、吾妻地域の産業競争力の向上に寄与

・災害に対する道路の信頼性が向上し、地域の防災力が強化されるほか、三次医療施設へのアクセス向上

が見込まれる

・草津温泉等の観光地へのアクセス向上が見込まれる。

関係する地方公共団体等の意見

・渋川市をはじめとする３市４町２村の首長や議会議長等で構成される「上信自動車道建設促進期成同盟

会」より、 当該路線の整備促進の要望を受けている。

事業評価監視委員会の意見

・事業継続を妥当と認める。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・平成23年3月19日に北関東自動車道が全線開通したことにより、群馬県内の高規格幹線道路網が完成。

・平成23年12月20日に上信自動車道の一部区間である八ッ場バイパス(L=10.8km)が全線暫定供用した。

事業の進捗状況、残事業の内容等

・平成１９年度に事業化され、用地進捗率９９％、事業進捗率６５％となっている。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

・計画の具体化にあたって地元住民や関係機関との合意形成に十分な時間をかけた。

・一部区間で用地取得が難航しているが、任意交渉と合わせて土地収用法の手続きを進め、平成３１年度

の供用を目指して事業を推進する。

施設の構造や工法の変更等

・近接工区との土工量収支に配慮し、処分費低減・残土の有効活用に努め、コスト縮減に努めている。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

・以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性・重要性は変わらないと考えられる。



事業概要図
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※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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